






リー」中のにと」の用例分類｢新書ライブラ表２
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体言化用法、欄)Ⅱ的表現がそれぞれ１１１例、１９３例と多いことがわかる。意味・

機能別の分類では、３４項目の慣用的表現が}lllIIIされた（表２）。

抽出された憤川的表現のうち３つ以上のテキストで用いられているものは１４

項目（＊の付いた項目）である。最も多くのテキストに}I|現しているのは「こと

ができる（可能性）」（７テキスト）、次に多いのは「文ということ（内容）」、

「ことにする（決定）」、「ることがある／ない」（６テキスト）である。

これらの１４項目は、１）「Ｎのこと」２）「Ｎ／文ということ」３）「ことがで

きる」４）「ことにする」５）「ことになる」６）「たことがある／ない」７）「る

ことがある／ない」８）「ことだろう」の８項'２１に集約される。

3.4．用例の分析

上記１４項目のIII1lj的表現のうち、「ことだろう」以外は全て日本語能ﾉj試験

の３級レベルである。しかしながら、これらは同じ形でも文脈の中で異なった意

味、機能を持つ場合があり、必ずしも３級レベルの知識があればすべて理解でき

るものではない。以「では、これらの用例を'''心に上記８つの表現について見て
いく。

１）Ｎのこと

①意味・定義：例）「まなざし」とは・・・対象に向ける目の様子の具とであ

った。（『まなざし」）

②個体の「こと」化：例）自分の家庭のこと、恋人の二二などを同僚に語る者
が日本人にはいかに多いか、（『タテ人'１M」）

③時の設定：例）わたしがイタリアで生活しはじめて間もないことのことであ

る。（『まなざし」）

「Ｎのこと」①は卜記の「Ｎ／文ということ」とともに「～と（いうの）は～

ことだ」の桃文で意味・定義を表す。『ゆとり」では「中産階級とは」「｣MAかな

社会とは」「囚が発展するということは」等、ゆとりに関連した事項についての

定義に使われ、特に多くなっている。②の「I1A1体のにと」化」というのは、そ

の存在物自体しか表さないＮに「こと」を付けることでＮに関する事柄を表すよ

うにするものである。例えば上の例では「恋人」という存在物に「こと」か付い

て「恋人に関すること」の意味になっている。思考作用、発話行為、一部の感怖

表現の動詞が共に使われる（江田1987)。特に『敬諾』では敬語使用の場iIIiで｢研
し手が自分のことを仁;う」のような形で多く使われている。③は目頭で以卜に述

べる話を「こと」に代表させて予告をすると|可時に、それが確かに詰られる!|i実

であることを目頭で定着させるものである（木坂1988）が、これから話す出来事

の時を設定する場合だけでなく、前に述べた111米１Fの時を話の後で設定する場合
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もある。

２）Ｎ／文ということ

①意味・定義・解釈：例）「豊かな社会」とは・・・生活に困ることがなくな

った、ということである。（『ゆとり」）

②抽象化・一般化：例）視線を合わすということは、わたしたちが人|(llUU係を

結ぶうえで、もっとも基本的なしぐさのひとつであろう。（『まなざし」）

③内容：例）どこもまちがっていないものも入っているかもしれない、という

ことをお断わりしておきます。（「敬語」）

②は先行する具体的なＮ／文の内容を「ということ」を付けることで抽象的概

念にするもので、③は出来事の内容に続けて使い、「という」が引用的にⅢいら

れるものである。

３）ことができる

①可能性：例）社会の規制からのがれることができるなら、（『睡眠」）

②能力：例）わたしはだんだん適応することができるようになっていた。

（「まなざし」）

可能性、能力の有無を表す。「可能性」の111例の方が圧倒的に多い。

４）ことにする

①決定：例）第５章において・・・詳しく論ずることにする。（「タテ人IHI」）

これから行うリド柄についての決定を表す。新苫の中では上記の例のように、i活

の展開場面で、後に来る事柄の提示に用いられることが多い。テキストの内容の

中での決定・取り決めを述べる場合もある。例えば、『敬語」では「正解／零点

ということにします」のような正誤判断に関する決定の場面で多く使われている。

５）ことになる

①決定：例）自分がいかなる労働に従Ｉ１ｆする二二になるかについては五里霧中
の状態であった。（『働く」）

②結果：例）不平不満やうらみつらみを心に抱いても、それを言動に表わせば、

「文句があったらやめてくれ」ということになり、（『ゆとり」）

③言いかえ：例）眠りとはなにかを知るとは、生きているとはなにかを知るこ

とにもなるはずであろう。（『睡眠」）

④腕曲：例）Ⅱ![してないものはマイナス二点という二二になりますが､敬禰と
はなかなかむずかしいものであります。（『敬語」）

上記の「ことにする」と対応しているが、「ことになる」の方は決定の懲味か

ら派生して様々な意味を持つ。特にその他動性のため、②の結果の用法を④のよ

うに椀曲的に述べるために用いられる場合がある。『敬語」は読み手に耐しかけ

るような文体のため、「マイナス二点です」のような直接的な言い方でなく、「採
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点基準があり、その結果としてこうなるんだ」というＬ;い方を使って、柔らかい

印象にしている。同様に、③の言いかえの用法も「ことになる」を使うことで腕

曲的にし、緩い定義を表すようになっている。

６）たことがある／ない

①経験：例）ある雑誌に次のような趣旨を述べたことがある。（『ゆとり」）

②過去の出来事の提示：例）暴動が､lfll｢|jから都｢|Jへと飛び火した二二もある。
（『ゆとり』）

「たことがある／ない」は経験の有１１１(を表すが、ここでは、個人の経験ではな

く、過去にそのような出米ｲ;があったことを示す用例（②）を分けた。
７）ることがある／ない

①時々生じる出来事：例）うまれたてのときは、いきなりレム睡眠からはじま

る二二があるが、（『睡眠』）

『睡眠』では上記例のように、睡眠状態の記述において多く用いられている。

８）ことだろう

①推測：例）お気に召さない方もおありのことでしょう。（『敬語」）

「ことだろう」の機能は「いたわり」「感情移入」などがあると言われるが、

それ以外の機能がある可能性も考えられ、さらに深く考察する必要がある。よっ

て、現時点では一括することにする。なお、上記の例は「いたわり」と高われる

例である。

４．調査２：新書における「こと」文型出現状況と「こと」の出現頻度
4.1．調査の方法

８つのテキストからhI1111した「こと」の)月例を、木坂（1988）で提示されてい

る６種１２類の文型を参考に、７種の文型に分類する。木坂（1988）は、近代小

説についての調査のため、地の文と会話文に分けて分類されているが、本研究で

は一括する。分類に使用する文型は以下の通りである４）。以下、「v」は動詞型

述語、「Ａ」は形容詞型述摺、「Ｎ」は名ｉｉＩ１を表す。

Ｉ～ことが（は・も）＋ｖ

例：論理的なつながりを見出すことができるのである。（『タテ力学」）

Ⅱ～ことを（も）＋ｖ

例:それは､､権利'１の分配が著しく平等化された=｣=を意味する｡(｢ゆとり｣）
Ⅲ～ことに（と）＋ｖ

例：私は､半生をつねに高度成長とつきあってきたことになる。（『ゆとり」）

Ⅳ～ことが（は・も）＋Ａ

例：なかなかわからないことが多いものである。（『ゆとり」）
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ｖ～ことが（は・も・の）＋ある・ない

例：インド人が、蛎者に不思議そうにたずねたことがある。（『タテ人間」）

Ⅵ～こと＋である・だ・だろう・であろう５）

例：・・・好んでするのは、・・・場を優先することである。（『タテ人間」）

Ⅶ～ことが（は・も）＋Ｎである・だ・だろう・であろう

例：この眠りの評価がいまだに定まらないことがその原因である。（『|睡眠｣）

4.2．結果と考察

4.2.1．「こと」文型出現状況

まず、新書について調べた本研究を、水坂（1988）の小説についての調査と比

較してみる。表３はテキスト別に各文捌の数をまとめたものである。なお、突厩

名詞、接続詞的用法（ということで）、終助詞的用法（～こと）は数に含めてお

らず、計358例である。木坂（1988）における各文型の合計数（地の文のみ）と

全)J1例に対するその削合を表最下部に水した。また、新苫、小説それぞれの文ｊＭ

別割合をグラフにしたものが、図１，２である。

これらを見ると、小説では第Ⅱ文型（～ことを＋Ｖ）が蛾も使用割合が高く、

次いで第１文型（～ことが＋Ｖ）、第Ｖ文型（～ことが＋ある/ない）の順になっ

ている。一方、新苫では第Ⅵ文型（～こと＋だ/だろう）、第１文型（～ことが＋

Ｖ）、第Ⅲ文型（～ことに＋Ｖ）の３つの値''1が多い。共通して多く使用されてい

る文型は第１文型で、「～ことが＋ｖ」という文型はテキストのタイプにかかわ

らず、比較的多用されるものだと言える。反対に大きく異なっているのは、小説

では第Ⅱ文型（～ことを＋Ｖ）が多く使われているが、新１１;では小説の半分強の

削合しかない点、逆に小説で使用割合か,{i〈ない第Ⅲ文iiu（～ことに＋Ｖ）、第

Ⅵ文型（～こと＋だ/だろう）が、新苫ではそれぞれ小説の約1.7倍、約1.5倍の

使用割合になっている点である。

木坂によると、「「そんなことを云う」の形で会話の卜諜きに多用」されるた

め、小説では第Ⅱ又KUか多くなっており、これは小説の特徴と言える。「こと」

の1iiiに動詞型連体修飾,粥が来るか、形容ﾙﾘﾉi1述体修飾語が米るかで分類してみて

も、小説の第Ⅱ文型では形容詞型連体修飾ＩＭＩが動詞型連体修飾蒲の１．５倍の仙川

が兄られ（木坂1988）、第Ⅱ文型・形容,ｉ１１ｊｌ１述体修飾語のill1合は新書の場合の３

倍であった。一方、新淵で第Ⅲ文型が多いのは「ことにする」「ことになる」か

多く使われるためであり、第Ⅵ文型が多いのは小説と比べ一般的事実を断定的あ

るいは推最的に述べることが多いためだと考えられる。

第１文型と第Ⅱ文ＬＩＵは「自動性、他動性の差異によって、自然的自発的表現と

意図的主体的表現のちがいとなってあらわれる」（木坂1988）ものであるが、新
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表３ 『新醤ライブラリ 中のにと」文型別出現数
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っている。『敬語」は敬禰の問題について正解を示し、解説していく形式をとっ

ており、テキストが話し言葉で書き進められているため、３－４でも述べたように

「正解ということにします」のような正誤に関する解説、決め事を表す表現や、

「直してないものはマイナス二点ということになります」のような腕lll的表現が

多く使われている。その他の論述文、記述文では、第１文型、第Ⅵ文型が多く使

われ、「～ことが＋ｖ」「～ことである/だ/だろう/であろう」の形がこれらの文体

において雌も基本的なものだと言える。

4.2.2．「こと」の出現頻度

にと」は新書の中でどれぐらいの頻度で現れるのか。テキストの踵さが異な

るため、文数に対する「こと」の割合（文数／にと」数）を算出し、平均文長と

ともに表４に示した。

表４「新醤ライブラリー」中のにと」の出現頻度

…町､■平■
－－－－－－－－
-－－■■￣￣￣￣－－
￣両－－．－￣－，面、＝□■

￣￣祠￣、－－￣両■■

これによると、最も頻度の高い『タテ人間」ではほぼ２文に１つの割合で、肢

も頻度の低い『敬語」は６．２文に1つの割合で「こと」が使用されている。小説

について鋼べた木坂（1988）では、岐も頻度の高いものは横光利一の『機械」で

２文に１つの割合だが、２０の作品の「こと」出現頻度は大きくばらついており、

１８文に１つしか現れないものもある。小説の場合、作者の描写法によって短文を

つなげていく場合もあり、新書の場合よりばらつきが'１１やすぐなるのだろう。

木坂（1988）によると、夏目漱石の『文鳥」（16.1文に１つ）、川端康成の『伊

豆の踊り子」（15.4文に１つ）などは極端な短文主義で、これらは「自分｣や｢私」

の眼を通して次々と事実を積みあげていく方法をとっており、そこに前件の事実

を一度概念化固定化して表現するという複文的な「こと」の入る機会が少なくな

るということである。本研究においてlll現頻度の低い３テキストは、『敬語」が

解説文、『働く」が論説文、『睡眠」がlid述文で、それ以外の高頻度よりの５テ

キストは論述文である。ｉ濡し言葉を使川し敬語についてロ述的に解説した『敬

語」、乖者の経験に基づいて働くということについて説明した『働く」、睡眠に

ついて客観的事実を記述、説明した『睡眠」において、「こと」使１１)頻度が低い

のは、「前件の事実を一度概念化固定化して表現するという複文的な仁と」の
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タテ人1Ⅲ 稟議 ゆとり まなざし タテ力学 瀝眠 働く 敬語

平均文奨（字） ７４ ８１ ｌ(） JI2 ６１ 4３ 5４ ３８

｢こと｜総数 ５３ 2５ 7３ ５７ l`Ｉ 5１ ２３ ６２

文政 1０５ 6７ ２`1９ ２２０ ６１ ２４５ 116 3８５

出現頻度

(文数／「こと」数）

1．９８ 2．６８ ３．１１ 3８６ `1．３６ 4．８０ 5.0.1 ６

出現頻度高←－－－－－－－－－－－－－－－→出現頻度低



入る機会が少な」いからであろう。

最後に「こと」の使用と､'た均文長との関係について考えてみる。又の長さは条

件節、引１１１節、連体修飾節等様々な要素か関係するが、その中の一つの要素とし

て「こと」の使用で複文になり、文が長くなるということが考えられる。「こと」

使用と平均文長との関係が推測されるテキストは、出現率が高く平均文長の長い

『タテ人|Ｈ１」『稟議」と、出現率が低く平均文長が短い『敬語」であろう。反対

に『タテ力学」は「こと」の使用は多くはないが文長は比較的長く、これは「こ

と」の使用以外の要素によって長くなっていると考えられる。文の長さはテキス

トの内容理解の難易にも関係すると考えられ、指導する上では、その文の長さが

どのような要素によってもたらされるものかを把握しておくことが必要であろ

う。

５．まとめ

本研究で明らかになったことを簡単にまとめる。

１）新普の中で「こと」は実質名詞としての使用は少なく、形式名詞として用

いられるものが多い。また形式名詞の中では、体言化川法、慣用的表現が多い。

２）８つの新書テキストから抽出された慣用的表現は３４項目で、これらは「こ

と」の意味・機能を知っているだけでは川法を正しく理解できず、固定した言い

回しとして提水される必要かある。このうち肢も多くのテキストに出現している

のは「ことができる（可能性）」、次に多いのは「文ということ（内容）」、「こ

とにする（決定）」、「ることかある／ない」だった。使用頻度の高い慣用的表

現をまとめると、「Ｎのこと」「Ｎ／文ということ」「ことができる」「ことに

する」「ことになる」「たことがある／ない」「ることかある／ない」「ことだ

ろう」になる。

３）文型は、小説では第Ⅱ文型（～ことを＋Ｖ）、第１文型（～ことが＋Ｖ）、

第Ｖ文型（～ことがある／ない）の順で使用割合か商いのに対し、新普では第Ⅵ

文型（～こと＋だ／だろう）、第１文型（～ことが＋ｖ）、第Ⅲ文型（～ことに

＋ｖ）の順で多かった。

４）小説では意図的主体的表現である第Ⅱ文型（～ことを＋動詞）の方が多か

ったが、新i1fでは自然的自発的表現である第１文型（～ことが＋動詞）の方が多

い。

５）論説文の「働く」と解説文の『敬碕」では第１文型が少なく、論述又、記

述文では第１文型、第Ⅵ文型が多く使われていた。

６）最も頻度の高い『タテ人間」ではほぼ２文に１つの割合で、肢も頻度の低

い「敬語」は６．２文に１つの割合で「こと」が使用されているが、小説ほど頻度
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のばらつきは見られなかった。

７）本研究において「こと」使用頻度の低い３テキストは、解説文、論説文、

記述文で、それ以外の高頻度よりの５テキストは論述文であった。

８）「こと」の出現率が高く平均又隆の長い『タテ人間」『稟議」と、出現率

が低く平均文長が短い『敬語」については、「こと」の使用と平均文及との関係

が推測される。

６．今後の課題

本稿では８つのテキストについて、この読書素材が日本語教材としてどのよう

な性格を持つかを、特に使用例の多い「こと」について明らかにした。その中で

「新書」という範祷の読書素材の中のⅢ本語使用の傾向についても、先行研究で

明らかにされている小説の場合との迷い、論述又、解脱文、論説文、lid述文とい

った文体による違いなどを考察してきた。しかしながら、本研究で扱ったテキス

ト数は少なく、結果を一般化するためには今後、新t1$の中でも様々な文体のもの

をさらに調査する必要があろう。

また、「こと」の他に｣二記教材の中で使用頻度のil?Uいものとして「もの（みえ

ないもの）」「よう（様態）」があった。これらについても、今後、その用例を

分析していくつもりである。

注

1）この教材は、読普支援システム『新011:ライブラリー」という名称で鈴木庸

子他によって開発された読解教材で、日本語教育のためのデータベース

CAS正Ｕｊ（日本語教育支援システム研究会が開発）に収録されている新書の

文章を川いて、上級までの日本語教育課程を終了した日本語学習者が自律的

に学習するためのものである。

2）鈴木（1998b）は「表現」を「文章の１１Ｉで機能的な役割をはたし、艦彙的な

知識だけでは意味理解が難しく統語的な知識が必要なもの」としている。

3）「論述」と「論説」の区別は、前者が学術的根拠に雑づいて論が展開され

ているもの、後者が蛎者の経験に韮づいてある事象を説明、解釈しているも

のである（工藤1999）。

4）木坂（1988）ではＩからⅥの文型を、「こと」のIiijに動詞型（助動詞を含む）

連体修飾謡が来るか、形容詞型（肋,;１１「の」を含む）連体修飾語が来るかで

さらに（Ａ）（Ｂ）に分け、１２類としている。

5）木坂（1988）では「である・だ・だろう・であろう」を「存在河」と表して

いるが、用語上「ある・ない」との混乱を招く可能性かあるため、ここでは
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使用しない。
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